
閉
校
記
念
協
賛
会
趣
意
書 

 

本
校
は
、
大
正
六
年
に
住
民
の
子
弟
教
育
へ
の
熱
望
に
よ
り
一
已
小
学
校
一
已
分
教
所
と
し
て

開
設
さ
れ
、
郷
土
の
繁
栄
と
共
に
内
外
に
多
く
の
有
為
な
る
人
材
を
輩
出
し
、
地
域
の
教
育
文
化

の
中
心
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
、
校
下
住
民
が
開
拓
の
精
神
を
胸
に
、
激
動
の
時
代
に
対
応
し
つ
つ
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克

服
し
、
本
校
教
育
発
展
に
多
大
な
る
尽
力
を
惜
し
ま
な
か
った
た
め
と
存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
北
新
小
学
校
も
今
年
度
を
も
って
閉
校
と
な
り
ま

す
。
本
校
児
童
、
同
窓
生
、
地
域
住
民
に
と
って
節
目
と
な
る
年
に
、
先
般
、
同
窓
生
有
志
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
校
下
住
民
の
発
意
に
よ
り
閉
校
記
念
協
賛
会
を
設
立
し
、
未
来
に
雄
飛
す
る
子
供
た
ち
の
た

め
に
左
記
の
記
念
事
業
を
推
進
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
、
記
念
行
事 

・閉
校
記
念
式
典
並
び
に
お
別
れ
の
会 

 

＊
閉
校
記
念
式
典
、
お
別
れ
の
会
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

二
、
記
念
事
業 

・記
念
学
校
行
事 

・記
念
品
贈
呈 

 

他 

    

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
記
念
事
業
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
並
び
に
同
窓
生
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
亘
る
ご
援
助
が
必
要
で
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
恐
縮
と
は
存
じ
ま
す
が
、
今
事
業
の
成
功
と
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
本
協
賛
会
の
趣
旨
に
ご
理
解
・ご
賛
同
を
い
た
だ
き
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

   

令
和
八
年
四
月
吉
日 
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